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Evaluation of the effects of a polyglycolic acid collagen tube in the regeneration of facial 

nerve defects in rats  

 （ラットの顔面神経欠損の再生におけるポリグリコール酸－コラーゲンチューブの効果の評価）  

要  旨

目的                                             

顔面神経再建領域におけるポリグリコール酸(PGA)－コラーゲンチューブの適用可能性と有効性を評価

する。                                            

研究対象及び目的

10週齢の雄のWister ラットを使用した。手術でラットの左顔面神経頬骨枝と下顎縁枝を露出させ、そ

れぞれ 10 ㎜切除して隙間を作成した。頬骨枝はそのまま断端を結紮し途絶させたままとし、下顎縁枝

は 10 ㎜の PGA－コラーゲンチューブを断端につないで再建を行ったラットと頬骨枝から採取された自



家神経で再建をおこなったラットを作成した。手術から 12 週間後に臨床的、病理組織学的、電気生理

学的に神経再生の評価を行った。

結果                                           

PGA－コラーゲンチューブを用いて再建した側でも髭の筋肉の機能回復がみられたが自家移植のもの

と比較すると劣っていた。

考察・結語                                            

PGA－コラーゲンチューブが顔面神経再建でも適用できることが確かめられたが、自家神経移植と同

等の結果を得るにはさらなる改善が必要と思われる。


